
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域に密着した介護サービスを提供する、

伊野本陣の家族便り 

伊野本陣は、い～のぉ～ 

６月号 
平成２６年６月９日発行 第５５号 

発行 有限会社 伊野本陣 

   ・小規模多機能型居宅介護 もくせい 

   ・グループホーム やまもも 

   ・デイサービス（認知症対応型） つばき 

ところ 〒691-0073 出雲市美野町５０４ 

（平田中心街から車で10分。一畑電鉄伊野灘駅から徒歩1分） 

電話 （０８５３）６７－９１８０ 

ＦＡＸ （０８５３）６７－９１８１ 

ホームページ http://inohonjin.jp/index.php  （または「伊野本陣」で検索） 

Ｅメール     ｉｎｏｈｏｎｊｉｎ＠ｈｉｔ‐5．net 

お問合せ対応時間 午前９時～午後５時（年中無休） 

経営理念 

安心と尊厳の 

ある生活を 

営むことの支援 

 

ケア理念 

共に喜び 

共に楽しみ 

共に笑って 

共に過ごす 
 

～本陣菜園～ 

 

本陣の裏庭の畑にはたくさんの野菜が植え

られています。この間は玉ねぎが収穫され食卓

にも登場しています。天気のいい日には利用者

の方も畑の草取りに出てお世話してくださっ

たり野菜の成長を楽しみにされています。 

  

 

 

 

 

 

～お花見外出～ 

 

  

 
  

５月２１日（水）「デイサービス

つばき」はお花見遠足で『しまね花

の郷』へ出掛けました。 

 色とりどりのお花が咲きそろい

とってもきれいでした。お花を見な

がら手作りのお弁当を食べ、会話も

はずみ楽しい時間を過ごせました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月の行事予定 

６月４日  

笹巻き作り 

 

 

 

 「認知症サポーター養成講座」を受けた人が「認知症サ

ポーター」となります。認知症サポーターは何か特別な事

をするのではなく、認知症を正しく理解し、認知症の人や

家族を温かく見守る応援者になることです。友人や家族に

その知識を伝えたり、認知症になった人や家族の気持ちを

理解するよう努め、できる範囲で手助けをし、活動内容は

人それぞれです。 

 特別な病気ではなく、誰もがかかる可能性のある脳の病

気です。認知症になっても住み慣れた地域で安心して暮ら

せるようにサポートの輪が広がっていくことを目指して

いきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５月３１日（土）平田のふれんどりーハウスにて『認知症サポーター養成講座』が開催さ

れ、講師として招いていただき「第５楽園クラブ」の方々３６名の参加がありました。 

 講義と演習を行い、普段の生活の中で認知症にともなう事例をあげその場合の対応につい

て考え発表していただいたり、皆さんとても熱心に参加してくださいました。 

 認知症について理解し、地域の見守り隊としてサポートしていただける方が今後も増えて

いくといいと思います。 

 「認知症サポーター養成講座」についてご希望があれば少人数からでも受け入れ可能です

ので伊野本陣までお問い合わせください。 

 

～認知症サポーター養成講座～ 

  

 

今年は平年より３日早く、

６月４日に梅雨入りの発表が

ありました。北海道では３

７℃を超える猛暑日が続いた

り異常気象が気になります。

大雨による災害や、気温の変

化による体調管理に気をつけ

ていきたいです。 

認知症サポーターとは 


